
 
 

 

 

「冬の到来に向けて」 

  ～生徒の成長を願った今後の健全育成～   生活指導主幹 田川 慎 

１０月は秋が深まり寒くなったなと思えば、日中２０℃を越える日があるなど、寒暖差が

大きい日が続いていました。大人でも体調を崩しやすい季節です。学校では生徒に向けて「栄

養をしっかりとる、水分をこまめにとる、夜は早めに寝る」といった基本的な生活リズムを大

切にして過ごすよう指導しています。 

さて、本校では今年度の１学年から順次、新しい標準服を導入していますが、１０月３１日

より冬服着用期間が始まりました。学生服、セーラー服、そしてブレザーを着て、身だしなみ

の整った生徒の姿を見ていると、冬季の始まりを感じるとともに、どちらの標準服も本校の

落ち着いた校風に合っていて、なおかつ引き締まった雰囲気を感じる毎日です。 

ところで、本校では毎月生活目標を設定しています。１１月は「安全行動を考える～学校内

外問わず、自他の安全を考えていこう」を掲げ、いくつか具体的な計画をしています。 

まず、１１日の「セーフティ教室」では、生徒はインターネット犯罪に関わる内容を学習し

ます。世の中はインターネットが当たり前の時代です。しかし、正しい使い方をしなければ、

大きなトラブルに巻き込まれる、または他人を巻き込んでしまうといった危険性と常に隣り

合わせです。インターネットとこれから長く付き合っていく生徒にとって、トラブルに遭わ

ないための大事な学習になりますので、しっかり学んで今後に生かすことを期待しています。 

翌日の１２日には「自転車安全教室」があります。実際に交通事故の場面をプロのスタント

マンが再現し、自転車のルール違反がなぜ危険なのかを視覚的に理解する内容です。冬場は

暗くなるのが早かったり、積雪等で路面が凍結したりと、危険な因子が沢山あります。自分が

事故に遭わないだけでなく、相手に怪我をさせないためにも、改めて自転車の乗り方を考え

る有意義な時間にしてほしいです。自転車の運転に関しては、「信号無視」や「右側通行」と

いった違反に対して積極的に「赤切符」を交付する運用が始まったことも報道されています。 

インターネットも自転車も、どちらも大変身近な道具です。各御家庭におかれましても、是

非この機会に、生徒の安全な生活に関して御指導をお願いいたします。 

さて、早いもので令和４年も残すところ２ヶ月を切りました。人生の中でも中学生は成長

著しい時期です。生徒には１年間で成長したことや改善点をしっかりと振り返り、さらなる

成長や、改善への手だてについて考え、来年の取り組み方につなげてほしいと思います。来年

の干支は「兎」です。兎が跳ねるように、生徒の皆の気持ちが跳ねるような年になると良いで

す。３学期は、３年生は進路への挑戦、校外学習、そして卒業式、２年生はスキー移動教室、

１年生は校外学習と大きな行事が控えています。一つ一つが大成功となるよう、生徒全員、協

力して取り組んでくれることを期待しています。 
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３年生は１０月５日から広島・京都方面へ、２泊３日の修学旅行へ行ってきました。感染防

止対策も含めた一人一人の自覚ある行動と御家庭の協力を得ながら、お陰様で大きな事故や

病気、コロナ罹患もなく「楽しく充実した時間」を過ごすことができました。 

１日目のテーマは広島での平和学習。被爆者の方による講話、平和資料館見学等の活動で

す。折しもウクライナでの情勢が毎日のように報道されている状況にある今、大変意義深い

学習となりました。 

２日目、３日目は京都での班行動です。活動を終えた生徒の表情

からは、事前学習の成果を発揮し、仲間と共に充実した時間を過ご

せた充実感が伝わってきました。また、宿舎でのイベントと言えば

レクリエーション。こちらは大変工夫を凝らしたものでした。感染

防止対策のため、従来のような一堂に会しての催しができない中、

レク係の生徒はタブレットを活用してオンライン配信による部屋別クラス対抗のクイズ大会

を企画するなど、与えられた環境の中でも皆が楽しめるよう知恵を絞りました。そして、その

思いに皆が応え、楽しい時間を過ごすことができました。 

この３日間で実際に訪れて見たこと、聞いたことの全てが、これから平和を目指し、国際社

会を生きる上で力になるとともに、仲間との一生の思い出になったのではないかと思います。   

以下は、平和記念公園での「セレモニー」で代表生徒が捧げたメッセージの言葉です。 

 

77 年前、広島に一発の原子爆弾が落とされ、一瞬にして、たくさんの人の命が奪われました。 

事前の学習でも学んだように、信じられないような苦しみや悲しみがありました。 

今、ロシアがウクライナに侵攻をしているように、これは決して“過去の出来事”であるだけ

ではなく、明日を平和で幸せに暮らすために、生かさなければいけ

ないことです。 

そのためにも、まずは思いやりをもって行動したりなど、わずか

にでも自分には何ができるかを考えることが大切だと考えます。 

これからも、平和な世界をつくるために私たちは考え、行動して

いくことをここに宣言します。    生徒代表 原 慎太郎 

 

 

 

１０月１４日（金）は生徒会の大きな行事の一つである、役員選挙が実施されました。立会

演説会は今年もオンライン配信で行われ、どの候補者も堂々とした態度で力強く訴え、「自分

たちの手で学校をより良くしていきたい」

という思いが伝わるものでした。投票は区

の選挙管理委員会からお借りした投票箱

を使用して行われました。新生徒会役員の

もと、新たな生徒会活動が楽しみです。 



～展示部門について～                        担当 古澤 有紀子 

今年度の文化発表会は３年ぶりに１０月の開催となり(昨年や一昨年は２月や３月でした)、ま

た、限定的な形でしたが展示作品も保護者の皆様に公開することができました。コロナ禍になっ

てからは、なかなか作品を実際に見ていただく機会が少なく残念に思っていましたが、今年は子

供たちの日頃の頑張りやその成果を見ていただくことがようやく叶い、大変嬉しく思います。 

作品は、同じ題材に対して、それぞれが個々の受け止め方をし、それぞれの感性で発想したもの

を形として表現するものです。一つ一つの作品にその生徒の個性

が表れています。普通教室の授業の中では知らなかった仲間の新

しい一面や、その人独自の素敵な物事の捉え方、表現の仕方を発

見できるのではないでしょうか。そして、機会があれば、発見し

た良い面や作品の感想を作者本人に伝えてあげてください。作品

を通して人と交流し、感想をもらえるということはとても嬉しい

ことです。それが、今後の創作の励みにもなっていきます。 

 

～舞台部門について～                        担当 干野 京子 

 今年はようやく学年合唱に取り組むことが出来、保護者の皆様に舞台発表や展示発表を生で

鑑賞していただくことが出来ました。 

 学年合唱は、コロナ禍が始まってからほとんど歌唱活動が出来なかったので、何年も発声練

習に取り組めていない状態でのスタートでした。最初は本当に弱々しい声で合唱になりません

でしたが、練習を進めていくうちにみんなで歌う楽しさや声を重ねて生まれるさまざまな響き

の美しさを感じられるようになりました。放課後練習が始まると、実行委員やパートリーダ

ー、指揮・伴奏者が中心となって力を合わせて合唱を作り上げていきました。頑張っている仲

間に答えようとタブレットで練習してくる人も増え、日に日に歌声が豊かになっていきまし

た。本番となった公開録画ではどの学年も練習の成果を存分に

発揮し、聴きに来てくださった保護者の皆様の心を揺さぶる合

唱ができたと思っています。 

 吹奏楽部と演劇部も感染拡大防止対策のためたくさんの制約

があり、大変困難な状況での活動でしたが、工夫して練習に励

みました。たくさんの方々にご協力いただき、本番では達成感

を味わえる発表をすることが出来ました。 

 来年こそは、在校生にも舞台発表を生で鑑賞させてあげたいです。 

 

どの部活動も、それぞれの目標に向けて努力しています。２学期に入って行われた大会等で練

習の成果を発揮し、表彰を受けた部活動を紹介します。 

〇バスケットボール 男子の部  第７５回練馬区民体育大会 第２位  

〇バドミントン 岩本莉奈さん  練馬区中学校生徒総合体育大会 女子シングルス 第１位 

 



精神的に向上心のないものは馬鹿だ 

大切なものは目に見えないもの 

４月に生徒会主催で行われた対面式で、１年生に向けて教員一人一人から「座右の銘」が発表

されました。校内に掲示するとともに、学校便りでも紹介しています。 

 

                                    １学年 伊藤 真一                  

もとからある言葉ではなく、私が普段生活する上で気にかけている言葉です。 

① 優しく…周りの人に優しく接することはもちろんです。ただ、単に笑顔で優しく接すること

だけではなく、ときには相手にとってためになることであれば厳しく接することも、１つの

優しさだと思っています。 

② 楽しく…京都のお坊さんの法話で「つまらない、退屈だと感じる世界を、楽しい世界に変え

るのはあなたしかいない」という話を聞きました。人に楽しさを与えてもらうのではなく、

いつでもその場で最大限楽しもうという心や工夫を忘れないように。 

③ 全力で…いつでも、目の前のことに力を注ぐことはすごく大変です・・・。でも、とりあえ

ず目の前の可能なことを頑張ろうとすることは出来ます。頑張る姿は必ず誰かが見てくれて

います。いつでも・・・全力！！ 

 

                                                 １学年 新山 洋平                                 

「精神的に向上心のないものは馬鹿だ」 

  とある小説の有名な台詞にこんな言葉があります。大学生の主人公が異性との関係に悩ん

でいる時に、親友から投げられた言葉です。この親友は勉学を究めるために自分にも他人にも

厳しく、後にこの言葉によって深く苦悩します。 

  この小説と出会ったのは大学生の時です。私自身この言葉に苦悩したことがある訳ではあ

りません。が、妙にこの言葉が今も頭の中に残っています。「精神的な向上心」とはなんだろ

うか。ふと考える瞬間があります。スマホ、ゲーム、動画、漫画…娯楽の多い現代の中で自分

を律し自分で向上心をもって生活をしていくというのは想像以上に難しいことなのかもしれ

ません。かれこれ十数年、ふとした時に自分に問いかけ、自分を律する言葉となっています。 

 

                                                ３学年 古澤 有紀子  

 これはある有名な童話にでてくる言葉です。本当に大切なものは心で見なくてはよく見え

ない。肝心なことは、目に見えないのだ。という一節の言葉です。私はいつもこの言葉の意味

を忘れてはいけないなと思います。 

  現実世界を生きていると、つい単純に形として目に映る事象や、見た目というものに囚われ

そうになります。しかし、その形の本質がどんなものであるのか、真実の姿が何であるのか想

像し見極めようとすることで、大切なものに気づくことが出来るのかもしれません。 

私たちには目に見えないものを想像し、それらを創造する力があります。それは思いやりで

あったり、純粋さであったり、素直さや優しさなのかもしれません。大切なものを見失わず、

いつも心の目で見られる人間でありたいと思います。 

優しく ・ 楽しく ・ 全力で 


